
平成２２年　９月

福祉部　生活福祉課

１趣　旨
「川越市生活保護法施行細則」においては、生活保護法及び生活保護法施行規則の施行にあたり、その事務の執行に必要な事項について定めています。
市では、被保護者が医療を受ける際に、市が発行している「生活保護医療券・調剤券」の様式について、事務を効率的に執行するための見直しを行い、１枚の様式に最大で１０名まで記載できる様式を新たに追加することを予定しています。
　
このことにより、従来の１枚の様式に１名しか記載しない場合と比べ、医療機関へ送付する際の郵送料等の諸経費の削減が見込まれます。
２内　容
　医療機関の受診者氏名の欄を連名式にした「生活保護法医療券・調剤券」を様式第２２号として追加しようとするものです。
　⇒別添の「生活保護法医療券・調剤券」を参照
　
また、上記様式の追加により生じる様式番号のずれの修正をあわせて行います。

３施行期日
川越市生活保護法施行細則の一部を改正する規則は、平成２２年１０月１日から施行します。



川越市生活保護法施行細則の一部改正（案）の概要について
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